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論文内容の要旨

尿路結石症の原囚のーっとして，原発性副甲状腺機能克進症の存在が最近とくに注目されるようにな

り，我々の教室では既に 9例の本症例を経験している。副甲状腺ホルモンが骨に作用するのみならず，腎

臓に直接作用することは，すでに Albright et al. (1929) 以来記載されているところである。しかし，従

来の研究は，主として腎臓の機能的な変化の面から述べられているものが多く，その形態学的な変化につ

いては，未だ詳細な研究に接していない。そこで、私は犬についての実験的副甲状腺機能克進症において，

その腎臓における変化を組織学的ならびに組織化学的に観察したD

〔方法並びに成績〕

実験には健康な雄の成犬 (10--15kg) を用いた。 副甲状腺ホルモンとしては Parathormone (E. Lilly) 

を使用し，その 20--251. U . /kg 体重を毎日皮下へ注射した。投与期間は， 3 日間で打ち切ったもの(短

期間投与群)及び15日間続けたもの(長期間投与群)の 2 通りとした。実験犬は Nembutal 麻酔のもと

に殺し，迅速にその腎臓を摘出した。その一部は中性ホルマリン固定により， H.E 染色， PAS 染色，

カルシウム染色，核酸染色及び蛋白染色に供し，他の一部は 200C のクリオスタット内にて 20μ の新

鮮未固定凍結切片を作成し，酸性フオスフアターゼ，アルカリ性フオスフアターゼ，コハク酸脱水素酵素，

乳酸脱水素酵素及びアミノベプチダーゼの活性をそれぞれ検索した。

短期間投与群では， H ・ E 染色で近位尿細管部にところど乙ろ混油腫張を認めるのみで， へンレ一氏

係蹄から遠位曲尿細管及び集合管にかけては著明な変化は認められない。他方，長期間投与群では，近位

曲尿細管上皮には細胞質のの空胞変性を来しているものが多く，以下のへンレー氏係蹄から遠位曲尿細管

にかけて，その管腔は一様に広く，上皮は平低で，管腔内に多数の硝子様円柱が見られる。 PAS 染色で

は近位曲尿細管の上皮に頼粒状の PAS 陽性物質が見られる他に，その管腔|司に同様に PAS 陽性の円柱

が多数認められる。乙の物質は唾液消化試験でも消失しないもので，所謂粘液多糖類である。更に蛋白染
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色でこの円柱は陽性に染まる。従ってこの円杵は，多糖類と蛋白質の結合したものと云うことが出来る。

また，カルシウム染色では， Kossa 法及びクロラニー Jレ酸法ともに，乙の PAS 陽性の部位に相当して

石灰沈着像が認められる。

次に各種酵素の活性の変化について検索すると，酸性及びアルカリ性フオスフアターゼの活性は，清水

・有薗名及びアゾ色素結合法によると短期間投与群では，僅かに近位曲尿細管土皮にその活性の低下を認

めるが，長期間投与群では，腎実質全体にわたってその活性が低下している口この傾向はとくに近位曲尿

細竹 f-..皮において持別である。ゴハク酸脱水素11W-素の活性は， 714期間投与群では，近位曲尿細管上皮にお

いて僅かにその活性の低下を認めるが，長期間投与群では，近位尿細管からへンレー氏係蹄下行脚にかけ

て，その活性は -fil叫に低下している。しかし，遠位曲尿細管の一部には比較的つよくその活性が保たれて

いるととろが認められる。乳酸脱水素階素の活性に関しても，長期間投与群では，とくに近位曲尿細管上

皮において，その低一ドが認められる。アミノペプチダーゼの活性は，短期間投与群では著変なく，長期間

投与群では，退行変I~t:を来している近位曲版細fì;上皮の細胞に，その活性の低 1".がi認められる。

〔総括〕

以ヒの如く， iiiリ叩状腺ホルモンを投与した犬について，その腎臓におこる変化を組織γ:(内政ぴに組織化

学的/n百から，形態学的な観察を行なって，次の結果を得た。

1. 従来の諸家の見解と)\~なり，その変化は近位尿剤HfFrl;につよく現われ， t随Tlの俊介竹却には仰山な変化

は}出められない。

2. 近{ú:曲版細管においては，その官!見山を充たす PAS 陽性の多糖類円柱を認め， [ilJ n!jにその部位に石

氏沈おを i~2 める q この PAS 陽性物質は多糖類を合む蛋白体であり，そのカルシウム親和性から見て，恐

らくこれを matrix として石灰沈着がおこるのであろうと考えられる。

3. 付組織における各種酵素の活性の変化は， 一般に近位尿細管上皮において若明であり， routine 

technique による蝋微鏡的組織像における変化と平行して，その活性の低|ごが認められる口

論文の審査結果の要旨

);J(路結石症の原因のーっとして，原発性副甲状腺機能1c進症の存在が最近とくに注目きれるようになっ

て来ている。しかしながら副甲状腺ホルモンの腎臓に及ぼす影響に関しては，現在まで主として腎臓の機

能的な変化の面から述べられているものが多く，その形態学的な変化については，米t:_"詳細な研究に接し

ていない。著者の研究は，動物実験によって，実験的副甲状腺機能克進症の状態を惹起せしめて，その腎

臓における変化を形態学的に観察し，次のような興味ある結果を得たものである。

1. 腎臓における変化は，主として近位尿細管部につよく現われ，髄質の集合管部には著明な変化は認め

られない。

2. 近位曲尿細管において，その上皮内及び管腔内に PAS 反応陽性の多糖類物質を認め，同時にこれら

の部位に石灰沈着を認めている。

3. 腎組織における各種酵素の活性の変化は，一般に近位尿細管上皮において著明であり，アルカリ性フ

オスフアターゼ，酸性フオスフアターゼ，コハク酸脱水素酵素，乳酸脱水素酵素及びアミノペプチダーゼ
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の活性は著明に低下しているつ

従来，副甲状腺ホルモンの腎臓に及ぼす影響は，主として髄質の集合管部に現れるとされており，従っ

て臨床的には尿濃縮力障害を来すと云う考え方が主になされて来たが，こ乙に著者は組織学的及び組織化

学的方法によってこの問題を検討し，腎臓における変化は主として皮質の近位尿細管部に現れることを認

め，同時に各種酵素の活性も，この部位において著明に低下するととを認めている口

著者は，百Ij甲状腺機能瓦進症における尿路結石の生成を，以上の実験結果から，腎臓の近位尿細管上皮

内に生じた PA~I易牲の多糖類物質に石灰沈着がお乙り，これにより三次的に生じた石灰円柱が髄質へ流

ぎれて，そこで次第に究達し紅石生成に至ると云う一連の変化でもって説明づけ得亡。との研究は，結石

の発生機序を解 f}J jする上において， )意義のあるものと認められる。
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